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が成立可能である。不適：オオシラビソ純林，オオシラビソ混交林ともに成立しにくい。各斜面と各地
域における評価は以下の通りである。 
八幡平地域北部，八幡平地域南部，秋田駒ヶ岳地域北部の火山原面では，緩傾斜地型山地湿原が多数
形成されていることから，これらの地域はオオシラビソの成立にとって「好適」な環境であると判断し
た。八幡平地域北部，八幡平地域南部，秋田駒ヶ岳地域北部の開析斜面では，火山原面よりも傾斜が急
となることや，地すべり地では多様な傾斜を持つ地形が形成され，オオシラビソ混交林となる。よって，
これらの地域はオオシラビソの成立にとって「可能」な環境であると判断した。秋田駒ヶ岳南部では，
火山原面，開析斜面ともに表層地質は秋田駒ヶ岳起源の細礫のスコリアとパミスに覆われ，緩傾斜地型
山地湿原はほとんど形成されず，密なササが亜高山帯を埋め尽くしている。そのため，オオシラビソの
成立にとって「不適」な環境であると判断した。青松葉山地域は，八幡平地域や秋田駒ヶ岳地域と比較
して最深積雪深が著しく少なく 120 cm未満である。この積雪の少なさに起因して緩傾斜地型山地湿原
は形成されず，林床に密なササを持つダケカンバが亜高山帯域で優勢な植生となる。そのためこの地域
はオオシラビソの成立にとって「不適」な環境であると判断した。 
2． 林分構造からみたオオシラビソ林の成立過程 
本節では（1）既往の花粉分析と，オオシラビソ小林分における植物珪酸体分析から，過去数千年間
の植生の変遷について考察した。（2）オオシラビソ小林分の胸高直径階分布から，オオシラビソ林の分
布拡大の形跡を探し，オオシラビソ小林分の拡大過程を考察した。(3）オオシラビソ林の現在の分布と，
既存のオオシラビソの生態学的特性を合わせて山域全体におけるオオシラビソ林の成立過程を考察し
た。(4）オオシラビソの稚樹の定着場所に注目し，オオシラビソ小林分の現在の拡大状況について考察
した。(5）以上の考察と，現在のオオシラビソ林の分布およびオオオシラビソ林の環境適性を考え合わ
せてオオシラビソ林の分布拡大傾向を考察した。その傾向は以下の 4タイプに分類できる。 
タイプ 1：八幡平地域北部と地すべり地が該当し，オオシラビソ林の成立にとって好適，あるいは可
能な環境のもとに古くからオオシラビソ林が存在し，順調にオオシラビソの拡大が進行したことで，現
在オオシラビソ林が広く分布すると考えられる。 
タイプ 2：八幡平地域南部と秋田駒ヶ岳地域北部が該当し，オオシラビソ林の成立にとって好適，あ
るいは可能な環境にあるが，この地域におけるオオシラビソ林の拡大開始が遅かったため，現在は分布
が断片的となっているが，今後順調に分布を拡大すると予想される。 
タイプ 3：秋田駒ヶ岳地域南部が該当し，オオシラビソ林の成立にとって環境が不適なため分布拡大
が低調であり，そのため古くからオオシラビソ林が存在していたにも関わらずオオシラビソ林が疎らと
なっていると考えられる。現在の林分にも分布拡大の傾向が認められないので，今後もオオシラビソ林
の分布拡大は緩慢であると予想される。 
タイプ 4：青松葉山地域が該当し，オオシラビソ林の成立にとって環境が不適であることに加え，最
近になってオオシラビソ林が成立したため分布が疎らとなっていると考えられる。現在の林分にも分布
拡大の傾向が認められないので，分布拡大は緩慢であると予想される。 
VII．まとめと展望 
本研究では，このオオシラビソの拡大開始時期の違いによって説明されていたオオシラビソ林の分布
差異について，各山域における湿性環境の有無に着目して研究を行った。同様の緩傾斜地であっても湿
性環境の多い山域ではオオシラビソ林は他の植生よりも優位であるため分布拡大が早かったのに対し
て，透水性のよい地盤や寡雪などによって湿性環境の少ない山域ではオオシラビソは他植生よりも劣勢
となるため，分布拡大が緩慢であると考えた。このように，オオシラビソ林の分布差異は単なる分布拡
大開始時期の違いだけではなく，他植生との競合に影響を受けた分布拡大速度の差異によってもたらさ
れたという新しい解釈を提示しえた。今後はこの結果が他の山域でも同様に当てはまるのかを検討する
ことに加えて，亜高山帯に針葉樹林を欠くという偽高山帯の現象が，海外の山地との比較を通してどの
ように位置づけられるのかという点について，課題としたい。 
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論文審査の結果の要旨 
 
 オオシラビソ（Abies mariesii）は、東北地方の亜高山帯にのみ見られる針葉樹であるが、そ
の分布に関しては地形条件・気候条件・他の植生（笹や灌木）との競合条件などによって著しい
偏りがある。また、オオシラビソ林の成立過程や分布の拡大に関する時間的変化についても十分
解明されてはいない。 
 今野明咲香の研究は、湿性な環境を好むオオシラビソの生態学的特性を踏まえながら、これら
の代表的な分布域（八幡平・秋田駒ヶ岳・北上山系青松葉山の 3 地域を対象）を詳細な現地調査
に基づいて、成立条件としての多様な環境因子を総合的に評価した。さらに森林の樹種構成や樹
齢構成などの林分構造からオオシラビソ林の分布拡大という時間的な視点から考察を行った。 
 その結果、オオシラビソ林と分布対応の良い緩傾斜地型山地湿原に着目してオオシラビソの環
境適性を①好適地域（緩傾斜地型山地湿原が多数分布しオオシラビソ純林が成立可能）、②可能
地域（斜度の違いによりオオシラビソ純林は形成されないが、オオシラビソ混交林が成立可能）
③不適地域（オオシラビソ純林、オオシラビソ混交林ともに成立しにくい）の 3 段階に評価でき
ることを明らかにした。また、これらの環境適性評価指標・分布特性・林分構造（他植生との競
合状態）からみたオオシラビソ林の成立過程と分布拡大傾向について以下の 4 タイプに分類し、
新しい解釈を提示した。 
タイプ 1：八幡平地域北部を中心として、オオシラビソ林は、好適・可能な環境のもとに数千年
前から順調に拡大が進行した。 
タイプ 2：八幡平地域南部と秋田駒ヶ岳地域北部は、オオシラビソ林は好適・可能な環境にある
が、拡大開始の遅れによって現在の分布は断片的である。しかし、環境条件が整っているため今
後順調に拡大すると予想される。 
タイプ 3：秋田駒ヶ岳地域南部は、古くからオオシラビソ林が存在していたにも関わらず、火山
活動などに伴って環境が不適になり分布拡大も低調で疎林となっている。現在の林分にも拡大の
傾向が認められないので今後も分布拡大は緩慢であると予想される。 
タイプ 4：北上山系青松葉山地域では、オオシラビソ林にとって環境が不適であることに加え成
立時期が遅く分布が疎らとなっている。現在の林分にも分布拡大の傾向が認められないので今後
も緩慢であると予想される。これらの研究結果は、亜高山帯に針葉樹林を欠くという偽高山帯の
存在の解明にも繋がり、さらに海外の高山地域との比較を通して山岳地域の自然環境の変遷解明
に大きな指針となる。 
 以上の研究成果は、自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示
している。したがって、今野明咲香提出の博士論文は、博士（理学）の学位論文として合格と認
める。 
 
 
 
